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岸田首相は，今年の春から新型コロナウイルス感染
症の感染症法上の位置づけを，現在の 2 類相当から，
季節性インフルエンザと同じ 5 類に引き下げる方針を
発表しました。諸外国の状況を見ると妥当な方向性な
のかもしれませんが，引き下げが実施されると患者へ
の「入院勧告」や患者や濃厚接触者への「行動制限」
はできなくなりますので，病院に勤務する者として
は，これをきっかけに感染が急拡大するのではないか
と心配な点もあります。また変更になったからといっ
て，現在診療していない病院ですぐに新型コロナウイ
ルス患者の診療ができるわけではないでしょう。当面
は高額治療薬の費用などは公費負担となるようです
が，いずれにしても院内での感染対策は引き続きしっ
かりと行う必要がありそうです。

さて今月号の特集は「骨粗鬆症と運動器疾患」とい
うテーマで私が企画させていただきました。骨は「屋
台骨」という言葉があるように，身体全体を支える器
官というイメージが強いと思いますが，「骨身にしみ
る」というような熟語もあることから，生体にとって
重要な臓器であることも認識されています。皮膚に付
属するように形成される外骨格（exoskeleton）は昆虫

などにもみられ，このような生物の身体を支える役割
を果たしていますが，哺乳類にみられるようなヒドロ
キシアパタイトを主成分とする内骨格（endoskeleton）
は，進化的には魚類以降にみられます。特に陸上で生
活する哺乳類においては，骨格は身体を支えるのみな
らず，関節を形成し，筋が付着してモーターとして働
くことで，身体を動かすために必須な器官になってい
ます。

骨粗鬆症は骨強度の低下をきたし，そのために骨折
リスクが高まる疾患と定義されますが，最近骨折のみ
ならず様々な運動器疾患と骨粗鬆症が直接的，あるい
は間接的に関係することが明らかになり，注目されて
います。本特集では骨系統疾患，関節リウマチ，変形
性関節症，サルコペニア・フレイル，スポーツ障害，
股関節疾患，後縦靱帯骨化症，そして脊髄損傷と骨粗
鬆症との関係についてそれぞれの分野の第一人者の
方々にご解説いただきました。大腿骨近位部骨折の二
次性骨折予防継続管理料の新設もあって注目されてい
る骨粗鬆症患者の管理ですが，運動器との関係という
点でも本特集が皆様のお役に立てば幸いです。

 （田中　栄）
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